


2012 年度と 2014 年度は 4 月から 5 月に

かけて、2013 年度は 7 月から 8 月と 2 月か

ら 3 月にかけて、広範囲で高濃度（1 日平均

濃度 35µg/m3超）となった日が多くみられま

した。逆に 9 月から 1 月にかけては、どの年

度も広範囲で高濃度となった日はほとんど

なく、高濃度になってもほとんどが 1 日と短

期的でした（図 2）。 
 
表 1 三重県の環境基準達成状況の推移 

   (一般局)  （〇：達成、×：未達成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※データ数が少ないもの（250 日未満/年度）は集計から除外 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、2013 年度は、「県内の半数以上の

地点が高濃度となった日」が 13 日と最も多

く、逆に 2016、2017 年度は 1 日もありませ

んでした（図 3）。 
2016、2017 年度は、三重県だけでなく、

全国的にも広域的な高濃度事例が 2013、
2014 年度より大きく減少しています。 
高濃度が減少した要因は、地域における環

境対策の効果に加え、越境汚染の影響が少な

くなったためであると考えています。 
今後も県民の皆様のため、大気環境保全の

推進に寄与していきたいと考えています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 高濃度地点割合別高濃度日数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 

三重県保健環境研究所 

  〒512-1211 三重県四日市市桜町3684－11  TEL 059-329-3800 FAX 059-329-3004 
  E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ hokan@pref.mie.lg.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://www.pref.mie.lg.jp/hokan/hp/index.htm 
  三重県感染症情報センターホームページ  http://www.kenkou.pref.mie.jp/ 
 
 
 
 

図 2 高濃度地点の割合の推移 

一般局 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

桑名上野 × × × ○ ○ ○

大安中学校 × × × ○ ○

川越南小学校 ○ × × ○ ○ ○

四日市商業高校 × ○ ○ ○

南 ○

北星高校 ○

三浜 ○ ○ ○

鈴鹿算所保育所 ○ × × ○ ○ ○

亀山みなみ保育園 ○ × × ○ ○ ○

津西が丘小学校 ○ × × ○ ○

津立成小学校 × × × × ○ ○

林業研究所 × × ○ ○ ○

松阪第五小学校 × × ○ ○ ○ ○

明星小学校 × ○ ○ ○ ○

伊勢厚生中学校 ○ × ○ ○ ○ ○

鳥羽高校 ○ × ○ ○ ○ ○

鵜方 ○ × ○ ○

伊賀柘植 ○ ○ ○ ○

伊賀緑ヶ丘中学校 ○ × ○ ○ ○ ○

名張小学校 × × ○ ○ ○ ○

尾鷲県職員公舎 ○ ○ ○ ○ ○ ○

熊野木本中学校 ○ × ○ ○ ○ ○


